
平成２７年度第１回川口市社会福祉保健審議会

                   日 時 平成２７年８月６日（木）

  午後２時００分

  場 所 本庁舎別館２階 議会第１委員会室

川口市福祉部・子ども部・健康増進部





平成２７年度 第１回 川口市社会福祉保健審議会 

次  第 

 １ 開 会 

 ２ 挨 拶 

３ 議 事 

議題１ 報告事項（１） 第６期川口市高齢者福祉計画・介護保険事業計画について 

議題２ 報告事項（２） 保育所等の利用者負担額（保育料）の改定について

議題３ 報告事項（３） 家庭保育室に係る市の負担基準の改定について

４ その他 

５ 閉 会 
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議題１　報告事項（１）　第６期川口市高齢者福祉計画・介護保険事業計画について
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特別養護老人ホームの整備等について 

（１－１）特別養護老人ホーム 川口ほほえみの里の整備について

平成２７年４月１日開所の下記施設の概要について報告いたします。

施 設 名 特別養護老人ホーム 川口ほほえみの里

施 設 種 別 特別養護老人ホーム

所 在 地 川口市
かわぐちし

大字
おおあざ

西新井宿
にしあらいじゅく

字
あざ

北田
き た だ

９８０番

設 置 主 体 社会福祉法人 健寿会 （けんじゅかい）

代 表 者 理事長 片居木 裕子（かたいぎ ゆうこ）

定 員
特別養護老人ホーム   １００人 （ユニット型個室１００人）

総 事 業 費

施設建設費    １，０８１，２９０，０００円

設備整備費等     １５９，２５０，０００円

土地取得費      １７７，０００，０００円

  計      １，４１７，５４０，０００円

県補助額

特養本体       ３００，０００，０００円

設備整備費       ２５，０００，０００円

  計        ３２５，０００，０００円

市助成額

特養本体       １００，０００，０００円

設備整備費        ８，３３３，０００円

  計        １０８，３３３，０００円

           （県費補助限度額の３分の１）

市補助額

地域介護・福祉空間整備推進事業補助金（開設準備補助金）

            ３６，５５７，０００円

           （同額を国からの補助受入）

構 造 ・ 規 模

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 地上３階建て（１階：ﾕﾆｯﾄ型個室 ２０人）

（２階：ﾕﾆｯﾄ型個室 ４０人）

（３階：ﾕﾆｯﾄ型個室 ４０人）

敷 地 面 積 ３，５１９．７７㎡

建 築 面 積 １，８７９．７０㎡

延 床 面 積 ４，６７７．９１㎡
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（１－２）特別養護老人ホーム 道合さくらの杜の整備について

平成２７年４月１日開所の下記施設の概要について報告いたします。

施 設 名 特別養護老人ホーム 道合さくらの杜

施 設 種 別 特別養護老人ホーム

所 在 地 川口市
かわぐちし

大字
おおあざ

道合
みちあい

字
あざ

久保
く ぼ

前
まえ

１３１８－１番

設 置 主 体 社会福祉法人 桐和会（とうわかい）

代 表 者 理事長 岡本 和久（おかもと かずひさ）

定 員
特別養護老人ホーム   １３９人 （ユニット型個室１３９人）

総 事 業 費

施設建設費    １，５３８，２５０，０００円

設備整備費等     ２０２，５５０，０００円

土地取得費      ３８７，５００，０００円

  計      ２，１２８，３００，０００円

県補助額

特養本体       ４１７，０００，０００円

設備整備費       ２５，０００，０００円

  計        ４４２，０００，０００円

市助成額

特養本体       １３９，０００，０００円

設備整備費        ８，３３３，０００円

  計        １４７，３３３，０００円

           （県費補助限度額の３分の１）

市補助額

地域介護・福祉空間整備推進事業補助金（開設準備補助金）

            ７９，８００，０００円

           （同額を国からの補助受入）

構 造 ・ 規 模

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 地上４階建て（１階：ﾕﾆｯﾄ型個室 １９人）

（２階：ﾕﾆｯﾄ型個室 ４０人）

（３階：ﾕﾆｯﾄ型個室 ４０人）

（４階：ﾕﾆｯﾄ型個室 ４０人）

敷 地 面 積 ４，２４７．５３㎡

建 築 面 積 １，８５２．６１㎡

延 床 面 積 ６，２４３．５２㎡
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★市内在住者（介護度・年齢内訳）

1 55 7.2 -5

2 134 17.5 -7

3 167 21.9 -33

4 200 26.2 -30

5 208 27.2 -5

その他 0 0.0 -1

４０代 0 0.0 0

５０代 3 0.4 -5

６０代 54 7.1 -8

７０代 206 27.0 -25

８０代 347 45.4 -23

９０代以上 154 20.1 -20

★市外在住者

605 -43

（３）今後の整備予定

第６期高齢者福祉計画・介護保険事業計画前倒し分

定 員

① 120

② 100

③ 80

④ 90

厚生会

川口長生会

末広会

聖蘭会

（２）特別養護老人ホームの待機者について

項目
今回  (H27.1.1)

(a)
差

(a-b)
構成比
(％)

　平成２７年１月１日付調査による特別養護老人ホームの待機者を下記のとおり報告い
たします。

前回  (H26.1.1)
(b)

市内待機者実数 764 -81

介護度

年　齢

平均介護度

845

1

市外待機者実数

平均年齢 ８２．３３

項目
今回  (H27.1.1)

(a)
差

(a-b)

60

３．４９

174

370

231

62

8

（仮称）第２春香苑

0

213

230

200

141

前回  (H26.1.1)
(b)

648

（仮称）フォレストビラ川口

西新井宿字卜傳
1193-1

赤山字山王町76-1

末広3-130

安行小山字根郷
455-1

社会福祉法人名 施 設 名 所 在 地

（仮称）第二川口シニアセンター

（仮称）赤山さざんかの郷

-18-



議題２　報告事項（２）  保育所等の利用者負担額（保育料）の改定について

１ 改定にあたって

２ 改定時期

平成２７年９月分の利用者負担額（保育料）より

３ 利用者負担額（保育料）の算定時期について

4月 8月 9月 3月 4月 8月

※　カッコ内は２７年度の例です。

４ 改定内容

階層区分を１０階層から１４階層に細分化
２階層、３階層、４階層及び、新しい９階層の減額
最高額の引き上げ

５ 改定後階層表

●　改定前階層表（Ｈ２７年８月まで） ●　改定後階層表（Ｈ２７年９月以降）

階層区分 0-2歳児 3歳児 4-5歳児 階層区分 0-2歳児 3歳児 4-5歳児

1 生活保護世帯 0 0 0 1 生活保護世帯 0 0 0

2 市民税非課税世帯 4,000 2,500 2,500 2 市民税非課税世帯 2,000 1,500 1,500

3 均等割のみ課税世帯 8,000 5,500 5,500 3 均等割のみ課税世帯 6,000 4,500 4,500

4
市民税　所得割
48,600円未満

10,000 7,500 7,500 4
市民税　所得割
48,600円未満

9,000 7,000 7,000

5
48,600円以上
58,700円未満

12,500 10,000 10,000 5
48,600円以上
58,700円未満

12,500 10,000 10,000

6
58,700円以上
97,000円未満

19,500 16,000 16,000 6
58,700円以上
97,000円未満

19,500 16,000 16,000

7
97,000円以上
131,300円未満

33,000 23,500 21,500 7
97,000円以上
131,300円未満

33,000 23,500 21,500

8
131,300円以上
169,000円未満

44,000 26,000 22,500 8
131,300円以上
169,000円未満

44,000 26,000 22,500

9
169,000円以上
213,000円未満

54,000 27,000 23,500

9
169,000円以上
301,000円未満

55,000 28,000 24,000 10
213,000円以上
257,000円未満

57,000 29,000 24,000

11
257,000円以上
301,000円未満

60,000 30,000 24,500

12
301,000円以上
349,000円未満

63,000 31,000 25,000

10 301,000円以上 60,000 29,000 25,000 13
349,000円以上
397,000円未満

66,000 32,000 25,500

14 397,000円以上 69,000 33,000 26,000

※　網掛けは増額部分。白抜きは減額部分

　本市の利用者負担額（保育料）は従来より国の定める基準より約３０％低く設定し、その差額部分には市費
を投じています。また、待機児童解消に向けて、保育所等の整備を中心とした施策を進めており、受入枠の拡
大に伴い保育所等の運営に係る予算も増加しています。
　こうしたことから、利用者負担額（保育料）については、階層区分を細分化し、最高額を引き上げるとともに、
低所得者層の負担は軽減されるように改定いたしました。

　利用者負担額（保育料）の算定にあたっては、所得税から市民税による算定に変更となったことや、４月から
９月までは前年度の市民税を基に、９月から翌年３月までは当該年度の市民税を基に算定することとなってい
ます。

前年度の市民税額（平成26年度市民税額） 本年度の市民税額（平成27年度市民税額）
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議題３　報告事項（３）　家庭保育室に係る市の負担基準の改定について

１ 改定にあたって

２ 改定時期

平成２７年９月分の保護者負担（保育料）より

３ 保護者負担（保育料）の算定時期について

４ 改定後階層表

●　改定前階層表（Ｈ２７年８月まで） ●　改定後階層表（Ｈ２７年９月以降）

階層区分 保護者負担 階層区分 保護者負担

1 生活保護世帯 0 1 生活保護世帯 0

2 市民税非課税世帯 4,000 2 市民税非課税世帯 2,000

3 均等割のみ課税世帯 8,000 3 均等割のみ課税世帯 6,000

4
市民税　所得割
48,600円未満

10,000 4
市民税　所得割
48,600円未満

9,000

5
48,600円以上
58,700円未満

12,500 5
48,600円以上
58,700円未満

12,500

6
58,700円以上
97,000円未満

19,500 6
58,700円以上
97,000円未満

19,500

7
97,000円以上
131,300円未満

33,000 7
97,000円以上
131,300円未満

33,000

8
131,300円以上
169,000円未満

44,000 8
131,300円以上
169,000円未満

44,000

9
169,000円以上
301,000円未満

55,000 9
169,000円以上
301,000円未満

55,000

10 301,000円以上 60,000 10 301,000円以上 60,000

※　白抜きは保護者負担の減額部分

27,000

16,000

5,000

0

16,000

5,000

0

27,000

40,500

56,000

52,000

50,000

47,500

40,500

58,000

54,000

51,000

　家庭保育室の保護者の負担につきましては、本来、保育所等の利用者負担に準じるよう市の負担割合を定
めていました。
　今回の保育所等の利用者負担額（保育料）の改定にあたっては、認可保育所の受入枠の拡大に伴い運営費
予算が増えたという要因があります。
　一方、家庭保育室につきましては、運営費予算が増える要因がないことから、最高額の見直しを行わず、現
行の１０階層を継続といたしました。
　なお、低所得者の階層については、保育所の利用者負担額（保育料）と同様に減額しています。

保育所と同時期となります。

市の負担

60,000

47,500

市の負担

60,000
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○川口市社会福祉保健審議会条例

昭和53年3月30日
条例第53号

(設置)
第1条 社会福祉及び保健に関する施策の総合的、計画的な運営を図るため、川口市社会
福祉保健審議会(以下「審議会」という。)を置く。

(平成12条例18・一部改正)

(所掌事務)
第2条 審議会は、市長の諮問に応じて、次に掲げる事項について調査審議する。

(1) 社会福祉事業及び保健事業の分野における共通的基本事項に関すること。
(2) 社会福祉事業及び保健事業の諸制度の運営についての重要事項に関すること。
(3) 社会福祉施設及び保健施設の運営管理についての重要事項に関すること。
(4) 児童福祉法(昭和22年法律第164号)第59条第1項に規定する施設に対する事業の停
止又は施設の閉鎖の命令に関すること。

2 審議会は、前項に規定する事項に関し、市長に意見を述べることができる。
(平成12条例18・平成14条例20・平成16条例11・一部改正)

(組織)
第3条 審議会は、委員15人以内をもって組織する。

(平成10条例12・一部改正)

(委員)
第4条 委員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。

(1) 社会福祉事業に従事する者
(2) ボランテイア活動に従事する者
(3) 社会福祉関係団体の役員
(4) 医療機関及び医療関係団体の役員
(5) 地域住民組織の関係者
(6) 関係行政機関の職員
(7) 前各号に掲げる者のほか、社会福祉及び保健について識見を有する者

(平成12条例18・一部改正)

(委員の任期)
第5条 委員の任期は、2年とする。ただし、補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。
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(臨時委員)
第6条 特別の事項を調査審議するため必要があるときは、審議会に臨時委員若干人を置
くことができる。

2 臨時委員は、当該事項について専門的知識を有する者及び関係行政機関の職員のうち
から市長が委嘱する。

3 臨時委員の任期は、その任務の達成に必要な期間とする。

(会長及び副会長)
第7条 審議会に、会長及び副会長を置き、委員の互選によってこれを定める。
2 会長は、審議会の会務を総理する。
3 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。

(平成12条例18・一部改正)

(会議)
第8条 会長は、審議会の会議を招集し、その議長となる。
2 審議会は、委員及び議事に関係のある臨時委員の過半数が出席しなければ、会議を開
くことができない。

3 議事は、出席した委員及び議事に関係のある臨時委員の過半数をもって決し、可否同
数のときは、議長の決するところによる。

(平成12条例18・一部改正)

(関係者の出席)
第9条 審議会は、必要があるときは、関係者の出席を求めて、意見を聴くことができる。

(部会)
第10条 審議会において、特別な事項を調査審議するため必要があるときは、部会を置く
ことができる。

2 部会の構成及び運営等について必要な事項は、別に規則で定める。

(幹事)
第11条 審議会に幹事若干人を置き、市長が市職員のうちから任命する。
2 幹事は、審議会の所掌事務について会長、副会長、委員及び臨時委員を補佐する。

(庶務)
第12条 審議会の庶務は、福祉部において処理する。

(平成10条例12・平成16条例11・一部改正)
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(委任)
第13条 この条例に定めるもののほか、審議会の運営に関し必要な事項は、規則で定める。

附 則

この条例は、昭和53年4月1日から施行する。

附 則(平成10年3月24日条例第12号)
この条例中第12条の改正規定は平成10年4月1日から、第3条の改正規定は同年5月15日か
ら施行する。

附 則(平成12年3月23日条例第18号)
この条例は、平成12年5月15日から施行する。

附 則(平成14年3月29日条例第20号)
この条例は、平成14年4月1日から施行する。

附 則(平成16年3月29日条例第11号)
この条例は、平成16年4月1日から施行する。
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○川口市社会福祉保健審議会規則

昭和53年3月30日
規則第24号

(趣旨)
第1条 この規則は、川口市社会福祉保健審議会条例(昭和53年条例第53号。以下「条例」
という。)第10条第2項及び第13条の規定に基づき、川口市社会福祉保健審議会(以下「審
議会」という。)の運営等に関し必要な事項を定めるものとする。

(平成12規則26・一部改正)

(部会の組織等)
第2条 条例第10条の規定による部会の設置、調査審議事項及び委員構成等については、
審議会の議決により定める。

2 部会に部会長を置き、部会に属する委員の互選によって定める。
3 部会長は、部会の事務を掌理し、部会の審議の経過及び結果について審議会に報告し
なければならない。

4 部会長に事故があるときは、部会に属する委員のうちからあらかじめ部会長が指定す
る者がその職務を行う。

(平成10規則10・旧第3条繰上)

(部会の会議)
第3条 部会の会議の運営については、審議会の運営の例による。
2 部会は、必要があるときは、関係者の出席を求めて意見を聴くことができる。
3 前2項に規定するもののほか、部会の会議の運営について必要な事項は、部会長が部会
にはかって定める。

(平成10規則10・旧第4条繰上)

(会議録の作成)
第4条 会長及び部会長は、会議を開催したときは、会議の日時及び場所、出席委員の氏
名、会議の概要その他必要な事項を記載した会議録を作成するとともに、必要に応じて

市長に報告するものとする。

2 会議録には、会長又は部会長並びに会長又は部会長が指名する出席委員1人が署名しな
ければならない。

(平成10規則10・旧第5条繰上)

(答申等)
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第5条 審議会は、市長の諮問に対する答申及び意見の具申をする場合において、特に必
要があると認めるときは、審議過程における参考意見、附帯意見その他行政執行上配慮

すべき事項を答申書又は意見書に併記することができる。

(平成10規則10・旧第6条繰上)

附 則

この規則は、昭和53年4月1日から施行する。

附 則(平成3年3月28日規則第18号)
この規則は、平成3年4月1日から施行する。

附 則(平成10年3月31日規則第10号)
この規則は、平成10年5月15日から施行する。

附 則(平成12年3月31日規則第26号)
この規則は、平成12年5月15日から施行する。
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◎　会　長　　　　　○  副会長

①社会福祉事業に従事する者 浅　見　政　髙 再
鳩ヶ谷第２地区民生委員児童委員協議会
会長

宗　像　和　子 新 川口市ボランティア団体連絡協議会

大　野　レイ子 新 福祉教育推進員（公募委員）

町　田　君　子 新 福祉教育推進員（公募委員）

矢　島　洋　子 再 川口地区保護司会

小　山　圭　三 新 埼玉県老人福祉施設協議会北足立支部

山　﨑　　豊 新 川口市内障害者施設運営団体連絡会

徳　竹　英　一 新 川口医師会会長

④医療機関及び医療関係団体の

　役員

◎ 梅　澤　英　臣 新 川口薬剤師会会長

⑤地域住民組織関係者 島　田　昌　恵 新 川口市食生活改善推進員協議会

⑥関係行政機関の職員 島　袋　洋　子 新 川口保健所副所長

吉　田　英　司 新 市議会議員

⑦前各号に掲げる者のほか社会
　福祉及び保健について見識を
　有する者

矢 野 由 紀 子 新 市議会議員

(任期：平成２６年７月１９日～平成２８年７月１８日）

区　　分 氏　　　名

川口市社会福祉保健審議会委員名簿

公　　職　　等
新・再
改選等

②ボランティア活動に従事する者

市議会議員

中　村　勝　文 川口歯科医師会会長再

③社会福祉関係団体の役員

関　口　京　子 再
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